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　明治 28 年創業の弊社は、昭和 61 年

に伊賀へ生産工場を集約しました。 

　ガラスびんには 4 千年もの歴史があり

ます。「透明性」「利便性」「安全性」「機

能性」「高級感」「重量感」、そしてリサイ

クル可能な素材だけで生産できるまさに

「エコロジー」の優等生であり、長きにわ

たり世界中で使用されています。しかし、

近年は私たちの身の回りからガラスびん

がどんどん消えていっているという厳し

く、悲しい現実があります。古いものに

は誰しも郷愁を感じますが、郷愁からだ

けでは新しいものは何一つ生まれてきま

せん。古いものの中に秘められた魅力、

その本当の理由を現代に生きる私たちの

視点からもう一度見直し、未来へ向けて

再発信することが弊社の使命であると考

えています。

　弊社はこの伊賀の地で、歴史・伝統を

引き継ぎつつ、未来への革新

につなげる製品を生み出し続

けていきます。

　ハート型のびんがかわいい、今までのガラス容器にはないデザインです。
個性的で、まず手にとってみたくなることは間違いありません。ガラス容
器という、中身を際立たせる存在として、インテリア用途にもご使用いた
だけます。

【問い合わせ】　商工労働課　☎ 22-9669　℻  22-9695

日本精工硝子株式会社
工場長　谷中　昌司さん
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▲山津浪水害遭難死者之供養塔

（果号寺）

▲山津浪記念碑（西山公民館前）

ガラスびん容器 SS ハート

コラム

　ロシアのウクライナへの軍事侵攻のニュースを見

ると、満州からの引揚者であった父の話を思い出し

ます。

　昭和 12 年に満州で生まれた父は、自然豊かな満

州の街で、中国人の子どもたちと夏は魚釣り、冬は

スケートなどをして一緒に遊び、近所にはロシア人

も住み、戦争が始まるまでは国籍に関係なく穏やか

な生活を送っていたそうです。

　父が小学校低学年の頃、上級生はスコップで敵の

戦車を落とす穴掘りにかり出されるようになりまし

た。ある日、父は「敵の戦車の下に爆弾を持って行

くように」と言われましたが、その日は上空を、飛

行機が翼を左右に振りながら飛び、また爆弾は手渡

されませんでした。思い返すとその日が終戦の日

だったそうです。

　終戦後も混乱の続く満州で、ある日、父は軍人で

あった祖父に連れられ、日本の人たちが手りゅう弾

を作っていた所に見学に行きました。そこには三重

県出身の人も居て、「日本に帰ろう」と三重の話を

してくれたそうです。

　その後、手りゅう弾の導火線の試しを行うことに

なり、父はその真後ろに立っていました。しかし、

試しはうまくいかず、手りゅう弾は暴発し、手りゅ

う弾を手に持っていた人はそのまま亡くなったそう

です。

　戦争は多くの人の命を奪うだけでなく、人と人とが

憎み合うよう仕向けます。個々の人に憎まれる原因

があるのではなく、戦争が憎み合う関係を作ります。

戦争は最大の人権侵害であり、たくさんの人の人生

を狂わせ、悲しく辛い思いをさせます。今、世界で

起きている戦争を他人事と思わず、自分に何ができ

るのか考え続けることが大切ではないでしょうか。

人権について考えるコラムです。明日に向かって ～差別をなくしていくために～

■ご意見などは人権政策課 ☎ 22-9683　℻   22-9641　 　jinken-danjo@city.iga.lg.jp へ

戦争と人権　　－青山支所－

　スポーツを「する」「みる」以外に、イベント運

営やチーム指導などをサポートし「ささえる」こと

も、スポーツ活動の一つです。

　近年、規模が大きくスタッフが不足するスポーツ

イベントに協力したり、参加者が楽しめる企画など

を通じて、選手とともにイベントを盛り上げる「ス

ポーツボランティア」が大きな力を発揮しています。

東京 2020 オリンピック・パラリンピックで全国

から多くのボランティアが参加したことなども契機

となり、認知度が高まっています。

　昨年３年ぶりに開催した「伊賀上野シティマラソ

ン」でも地域や企業の皆さんのご協力に加え、県内

各地から多くのスポーツボランティアが参加し、

「大会を支えるやりがい、達成感を感じた」「選手た

ちの楽しそうな姿を真近に見ることができ、一体感

を感じた」などの声をいただきました。

　皆さんもぜひ「ささえる」ことでスポーツ活動を

楽しんでみてはいかがでしょうか。

　三重県スポーツ協会には、スポーツボランティア

に登録することで県内のイベントの運営

に参加できる制度があります。詳しくは

ホームページをご覧ください。

【問い合わせ】　スポーツ振興課

　☎  22-9635　 ℻  22-9694

　 sports@city.iga.lg.jp

ちから

スポーツボランティア
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